
　サプライチェーン全体のCO2排出量「Scope3」開示義務化̶̶まだ大企業だけの話だと思っていませんか？ 
はじめの対象は数十社でも、その動きは確実に、取引先である中小企業にも波及します。では、どこから手をつけ
ればいいのか。自社単独では動かしにくい項目が多い中、実は「従業員の通勤」こそ、社内主導で着手できる数少
ない実践領域です。渋滞・安全対策や、時代に敏感な若手を引きつける採用力にも直結します。
　本フォーラムでは、先進企業のリアルな取り組みと悩み、行政の最新動向、学生の視点を交えながら、「明日か
らできるサステナ経営の突破口」を探ります。経営者・サステナ担当者の皆様のご参加をお待ちしています。
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グリーン経済フォーラム2026

お申し込み方法は裏面へお申し込み方法は裏面へ

～時代に乗り遅れないサステナ経営とサステナ人材づくり  交通を切り口に～

日　時日　時

会　場会　場 草津市立市民交流プラザ
5階 大会議室（南草津駅前） 定　員定　員 80名

2
0
2
6 13:30～16:3010/20（火）

宇佐見 剛氏宇佐見 剛氏

錦 傑 氏錦 傑 氏

平櫛 武 氏平櫛 武 氏

福島 森 氏福島 森 氏

佐々木 和之 氏佐々木 和之 氏

主催：（一社）滋賀グリーン活動ネットワーク（SGN） この印刷物はグリーン購入法に
適合する用紙と印刷方法で
作られました。企画：SGN エコ交通研究会　後援：滋賀県
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4名の報告者に県内の学生数名を交えて交通・移動の面から議論します。
「取引先からの要請・採用難を突破する企業戦略とは？」

コーディネーター： 佐々木 和之氏
　　　　　　　　　   （びわこ学院大学非常勤講師、輪の国びわ湖推進協議会 事務局長）
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１.「ダイフクにおけるサプライチェーン脱炭素化の取り組みと課題」
株式会社ダイフク　サステナビリティ推進部　環境品質グループ　錦 傑 氏

キタイ設計株式会社 技術管理本部　グループリーダー　平櫛 武 氏　

2.「サステナビリティ経営に求められるワガコト化
                                                 ファシリテーション」

3.「地域交通の充実に向けて」
滋賀県 交通まちづくり政策課　事業推進室長　福島 森 氏
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「中小企業のサステナ経営とサステナ人材づくり」
 株式会社滋賀銀行　総合企画部 サステナブル戦略室 　

サステナブル推進グループ長　宇佐見 剛 氏

参加費無料参加費無料



　東京工業大学大学院卒業後、関東の地方銀行へ入行。営業店、市場部門を経験の後、株式会社格付投資情報
センター（Ｒ＆Ｉ）へ入社。10 年程、ストラクチャードファイナンスの格付アナリストとして従事。投資家部門
営業部署の立ち上げや格付部門の企画を経て、ESGファイナンスのチーフアナリストを担当。主に、ソーシャル
ボンド評価、金融機関サステナビリティリンクローンスキームの評価の立ち上げを実施。
　2022年 4月に滋賀銀行へ入行、2024年 7月より現職。GHG排出量ファイナンスドエミッションの算定や
ポートフォリオのインパクト評価、ESGファイナンススキーム策定などサステナビリティ領域業務を所管。直近
では、2026年 3月期の滋賀銀行 Scope1 および 2にかかるネットゼロの達成や 2026年 4月の滋賀県とのコ
ラボによる「しがトライ・リンク・ローン」スキームの企画立案を主導した。その他、TNFD開示対応を中心と
するネイチャーポジティブ領域を進めている。

宇佐見 剛 氏　株式会社滋賀銀行　総合企画部　サステナブル戦略室　サステナブル推進グループ長

滋賀県立大学・大学院を経て九州工業大
学大学院博士後期課程単位取得満了退学。
専門は住民行政連繋。河川空間における
住民行政連繋の研究を軸に 2009年まち
づくりコンサルタント水色舎を起業。自
転車利用を通じて持続可能な社会を目指
す輪の国びわ湖推進協議会の設立時より
事務局長、住民行政連繋担当。日本野鳥
の会会員。

社内におけるキタイ SDGs プランやキタ
イ・グリーン長期ビジョン策定を担当。
企業ファシリテーションによるワガコト
化を重視し、中期事業戦略も策定してい
る。一方、全国の建設コンサルタンツ協
会マネジメントシステム委員会環境配慮
専門委員会の副委員長もつとめ、サステ
ナビリティ経営の普及につとめている。

環境マネジメントおよびサステナビリ
ティ推進に従事。温室効果ガス排出量の
算定・管理、サプライチェーンの脱炭素化、
環境データの活用や情報開示を担当。国
内外の拠点や取引先と連携し、企業価値
向上と持続可能な社会の実現に向けた取
り組みを推進している。

佐々木 和之 氏平櫛 武 氏錦 傑 氏
びわこ学院大学 教育福祉学部
非常勤講師

キタイ設計株式会社
技術管理本部 グループリーダー

株式会社ダイフク 
サステナビリティ推進部 環境品質グループ

お申し込み方法お申し込み方法

フォームが使用できない環境の方は、SGNの
Ｅメール（sgpn@oregano.ocn.ne.jp）に
ご所属・お名前・TEL・メールアドレスをご記
入の上、件名を「10/20 フォーラム申込み」とし
SGN事務局あてお送りください。
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主として滋賀県内の、企業・行政・民間団体などの会員で構成される一般社
団法人です。1999年に滋賀グリーン購入ネットワークとして設立され、
2013年に法人化し、2019年の20周年を機に「一般社団法人 滋賀グリー
ン活動ネットワーク」へと団体名称を変更しました。「滋賀からグリーン経
済をつくる」をミッションに掲げ、グリーン購入をはじめとする環境負荷低
減活動を推進するために、会員の連携による様々な活動を展開しています。

滋賀グリーン活動ネットワークとは一般社団法人 滋賀グリーン活動ネットワーク（SGN）

以下のフォームより、または右の二次元コードから
お申し込みください。
https://forms.gle/BMPcZ4wSPJTk16zHA

「交流会」 のご案内「交流会」 のご案内

フォーラム終了後、講師を囲む懇親会を開催します。
どなたでもご参加いただける異業種交流の場です。
つながりづくりに、情報収集に、ぜひご参加ください。
フォーラムお申込み時に、一緒にお申し込みください。

日時：2026年 10月 20日（火）
　　　17:15 ～ 19：30

会場：もりした南草津店　
　　　（フォーラムと同建物の３階）

参加費：5,000円
　　　　（当日受付にてお支払いください）
※当日キャンセルはキャンセル料（全額）
をいただきます。予めご了承ください。
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メール：sgpn@oregano.ocn.ne.jp
TEL：077-510-3585 　FAX：077-510-3586
〒520-0807 滋賀県大津市松本1-2-1
　　　　　　  大津合同庁舎６階
URL：https://www.shigagpn.gr.jp/

【申し込み締め切り】10月16日（金）

申し込みフォーム申し込みフォーム
お問合せ


